













































































































































































































































世帯主の年齢 国籍 来日した年 来日の目的
A氏 50 代後半 ブラジル→日本国籍 1990 年 日本で働くため
B氏 40 代前半 ブラジル 1992 年 日本で働くため
C氏 50 代前半 ブラジル 1998 年 日本で働くため
D氏 40 代前半 ブラジル 1992 年 親の仕事
E氏 40 代前半 ブラジル 1995 年 親の仕事
F氏 40 代前半 ブラジル 1995 年 日本で働くため
G氏 30 代前半 ブラジル 2005 年 日本で働くため
H氏 40 代前半 ブラジル 1991 年 日本で働くため
I氏 70 代後半 ブラジル 1985 年 日本で働くため















































A氏 妻 50 代前半，長女 20 代前半，長男 10 代後半
B氏 妻 40 代前半，義父 60 代後半
C氏 妻 40 代後半，長女 20 代前半，長男 10 代後半
D氏 妻 30 代後半，義弟 20 代前半，長男 10 代前半，二男 10 代前半
E氏 妻 30 代前半，長男 10 代前半，二男 5歳未満
F氏 妻 40 代前半，義母 60 代前半，長男 10 代後半，二男 10 代前半，三男 5歳未満
G氏 妻 30 代前半，長女 10 歳未満
H氏 母 60 代後半，妻 40 代前半，長男 20 代前半，娘 10 代後半
I 氏 妻 70 代後半，長男 20 代前半，長女 30 代前半，孫 10 代前半






























































































































































住宅購入時期 以前の居住 以前の住居の家賃 以前の住宅からの距離
A氏 2005 年 8 月 P市公営住宅 20,000 円 3km
B氏 2015 年 4 月 安城市民間アパート 70,000 円 10km
C氏 2005 年 6 月 Q市民間アパート 50,000 円 1km
D氏 2008 年 10 月 関市民間アパート 50,000 円 2km
E氏 2015 年 11 月 Q市民間アパート 58,000 円 3km
F氏 2015 年 5 月 Q市民間アパート 家賃 56,000 円，駐車場 6,000 円 2km
G氏 2015 年 11 月 Q市民間アパート 75,000 円 1km
H氏 2015 年 8 月 可児市民間アパート 68,000 円 10km
I 氏 2015 年 10 月 P市公営住宅 40,000 円 15km









G氏 最初は 2008 年に買おうと考えたが，リーマンショック後の不況で見送る。2014 年からあらためて探し始める。
H氏 半年






A氏 1 1 →もっといろいろ調べておくべきだった。
B氏 20 ～ 30 20 ～ 30
C 氏 3 3
D氏 10：アパートを含む 10
E 氏 6 4
F 氏 1 1
G 氏 4 1
H氏 4～ 5 1

















































































































































































































A氏 3,400 万円。保険などすべて込み。前の住宅の折り込みチラシで値段の相場を確認した。 新築建売，4LDK
B氏 1,680 万円←もともとは 2,300 万円の物件。 新築建売，4LDK
C氏 2,500 万円 新築注文，4LDK
D氏 2,580 万円 新築建売，4LDK
E氏 1,900 万円 新築注文，4LDK
F氏 2,200 万円 新築注文，4LDK
G氏 土地 750 万円，家 1,500 万円 新築建売，4LDK
H氏 1,700 万円。値下げしてもらう。最初の価格は 2,000 万円。 新築建売，4LDK
I 氏 1,700 万円。トイレと風呂のリフォーム 250 万円は前所有者が負担。 中古，9部屋















A氏 頭金 400 万円。月額 12 万円，29 年ローン。変動金利。ボーナス払いなし。2年ごとに見直し。
B氏 月額 7万円の固定金利。35 年。ボーナス払いなし。
C氏 31 年ローン，月家 5万円，土地 1万 8千円，ボーナス払い 2月，6月各 15 万円。
D氏 35 年，月 8万 5千円，3年ごとの更新で変動
E氏 35 年固定，月 6万 5千円。30 万円の手付け金が払えず，住宅会社が建て替えをしてくれていた。
F氏 35 年固定，月額 64,222 円。最初，住宅金融公庫では 2,000 万円のローンしか認められなかった。
G氏 35 年，月 8万 8千円固定
H氏 35 年，最初の 5年は月 4万 5千円，6年目から 4万 9千円。
I 氏 なし。






































































































































F氏 妻は病気で働くことができなくなった。リーマンショックで仕事がなくなる。2008 年以前は時給 2,000 円で働いていたが，時給 800 円のアルバイトでつなぐ。現在は，正社員。しかし，残業が少ない。残業をもっとしたい。











































































自治会に加入。入会で 25,000 円かかる。毎月会費 500 円。別の場所では 80,000 円の会費のところもある。そこでは
払わないとゴミが出せない。30 万円の入会金の地域があると聞いた。日本語がわからないというと，委員会は免除，
掃除は手伝ってくれと言われる。
F氏 自治会には加入していないが，ゴミステーションは使わせてもらうように交渉した。
G氏 自治会は加入している。家の前の電灯つけてもらうよう，依頼したこともあった。
H氏 加入している。まだ，当番はない。
I氏 町内会活動に参加。年 1回の共同清掃にも参加。
J氏 加入している。
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ビュー調査の結果を中心に，分析を行ってきた。最後に，
調査結果から見えてくるニューカマー外国籍住民の住宅
購入をめぐる今後の課題について4点にまとめておきた
い。
①ニューカマー外国籍住民にとっての住宅の意味
　調査の結果，年金などの社会保障の不安や子どもたち
への財産としての住宅の位置づけ，あるいは親族ネット
ワークを柔軟に受け入れる住宅機能など，ニューカマー
外国籍住民に特有の住宅への意味づけが認められた。こ
のような文脈を踏まえた場合，住宅供給の側は，単に不
動産，資産という以上の外国籍住民特有の住宅へのニー
ズを踏まえることが必要になると思われる。
②言語的問題
　今回の調査だけでなく，これまでの調査研究から，ブ
ラジル人を中心としたニューカマー外国籍住民の日本語
能力には限界があることが明らかになっている。した
がって，日本語メディアへのアクセスはほぼない状況と
考えられる。住宅購入での手続きにおいても，日常会話
程度が可能な層は一定程度存在するが，日本語の読み書
きが可能なケースは極めて稀である。そのため，何らか
の言語的なサポートが必要となるが，単に通訳・翻訳と
いう言語の問題ではないことに注意したい。今回の調査
からも，ポルトガル語，スペイン語通訳が大きな役割を
果たしていたケースがある。その一方で，言葉が通じ
るからといって信用されるわけではないことも明らかに
なった。むしろ，長時間，日本語で，納得のいくまで説
明されたことで信頼関係が形成されたケースもあった。
このように，いかに納得できる説明と納得できるまでの
サポートを行うかが課題と考えられる。
③住宅の内容
　住宅の内容については，和室は不要という声が圧倒的
に多かった。また，2階にバスルームがあるというブラ
ジルの形態を求める声が多いものの，予算の制約によっ
て実現していなかった。この点に関するニーズは確かに
存在しているのは事実だが，予算の問題とともに，売却
をする際に問題が生じるというシビアな声もあったこと
にも留意する必要があると思われる。
④収入，ローンなど経済的な問題
　今回の調査で最も多く問題として指摘されたのが，経
済的な問題である。そもそもニューカマー外国籍住民の
収入は相対的に低く，不安定な非正規雇用が大半をしめ
ている。こうした基盤の上に，最大限ローンを組んで購
入している実態が明らかとなった。近年の傾向として，
正社員以外にもローンを認めるケースが多く，その審査
基準が甘いのではということが，住宅購入経験者から提
起されていた。その意味で，実際に総額でいくら必要か
という正確な価格と，リスクを含めた情報の提供が不可
欠と考えられる。
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表 31　知り合いの住宅購入希望者
購入希望者
A氏 買いたいという人よりも，売りたいという人が多い。家具などの過剰消費，仕事の問題で，ローンが払えない人が多い。
B氏 まわりにはあまりいない。
C氏 たくさんいる。手放す人も増えているが，それ以上に購入希望者がいる印象。
D氏 たくさんいる。しかし，残業が減るなど仕事の状況が厳しく，2,000 万以内の物件を探す人が多くなっている。
G氏 ブラジル人は，総額でいくら必要か，その正確な値段を一番知りたがっている。それを示してくれるといい。
H氏 たくさんいる。
I氏 特にいない。
J氏 たくさんいるが，自分の経験を踏まえ，慎重に考えるようアドバイスしている。FACEBOOK等でポルトガル語で
宣伝している業者は，バラ色の夢を与えているが，とてもリスキーだと考えている。
ニューカマー外国籍住民の住宅購入をめぐる課題
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上げます。
注
1 ）http://www.pref.aichi.jp/soshiki/tabunka/0000060369.
html，2016年8月30日最終確認。
2）概要は，松宮（2011），山本・松宮（2011）にまとめている。
山口（2014）は同一データを用いた詳細な分析である。
3）内閣府『「日系定住外国人施策に関する行動計画」実施状況』
2012年2月。
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